
ブラジル農業部門の地域的集積に関する一考察
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おわりに

本稿の目的

有畜複合経営の展開――

は，現在の農業生産・流通シ

における事例――

は じ め に

ステムの特徴を明らかにし，そこにおける競争優位の

１つとなって

ことである。

第二次世界

展開としてあ

（

送り出されて

したにも関わ

あらわれているクラスタリ

大戦以後，企業は地理的な制

らわれている。しかしながら

）を形成している。そして

いるのである。したがって近

らず，地域的集積が存続・強

ング（ 集積の形成）に

約の一部から解放され，そ

，その一方で企業は，互い

，その中で新しい技術が育ま

年の現象には，財・サービ

化されるというパラドクス

ついて理論的考察を行う

の動きが新しい国際分業の

に近接立地し，地域的集積

れ，実を結び，市場へと

スの地理的な可動性が上昇

が存在している。特にこの

ような動き

のシリコンバ

でなく，開発

とは， エ

ける競争優位

同様に農業

は，工業部門に見受けられ，

レーなどである。またこのよ

論においても地域経済の復興

ンライト（ ［

のローカル化と完全に一致し

部門においても，多国籍アグ

その代表例が，ファッション

うなクラスタリングの動き

・発展を促進するものとし

］ ）が，「競争のグロ

ている」と述べている点に

リビジネスのグローバル展

のイタリア， 関連企業

は，経済地理学の分野だけ

て注目されている。このこ

ーバル化は産業と活動にお

もあらわれている。

開によって，彼らによる独

（ ）



占的な食糧供給

の生産・流通シ

問題食品の安全

立命館経済

体制が確立してきている。し

ステムは限界となっており，

性や環境問題に対し強い関心

学（第 巻・第１号）

かしながらその一方で，環境

新たな展開を必要としている

を示している。そのため，近

負荷の大きかった従来

。また，消費者も健康

年は消費者ニーズの多

様化・高度化に

成されている。

共性 ，〈安全性

ためこれまでの

が創出されやす

付加価値型生産

アクターネッ

より，商品の差別化・多様化

このように商品の差別化は

などが消費領域の判断基準

生産・流通システムに比べ，

いという特徴を有しているの

・流通システムと呼ぶ。

トワーク理論（

が進み，有機農産物のように

，〈価格 以外の価値基準であ

に加わり，それにより市場を

現在の生産・流通システムで

である。筆者は，このような

）の研究者たちも

新たなニッチ市場が形

る〈名声・記号 ，〈公

細分化していく。その

は，新たなニッチ市場

生産・流通システムを

，このような農業部門

におけるニッチ

いわゆる従来の

規模生産者と少

そこでは大量に

注目しているネ

基礎としたオー

生産者たちには

る（

市場形成の動きに着目してい

商業的ネットワーク（多国籍

数のディーラーの間に不公平

生産された農産物が消費者や

ットワークでは，パートナー

ダー形式で，周辺化されてい

，プレミアム価格が保証され

［ ］ ）。 の

る（ ［

アグリビジネスによる独占的供

な権力関係が存在する強制的

小売業者に好まれていった

シップ，アライアンス，リス

るアクターにも権限が与えら

，その代わり彼らは品質管理

研究者たちは，後者のような

］ ）。彼らによれば，

給体制）は，大多数の小

なオーダー形式であり，

。それに対し， が

ポンシビリティなどを

れていく。したがって

をきちんと行うのであ

オルタナティブなネッ

トワークでは，

スクを担うこ

（
）
）であ

業協同組合（以

な形態が地域開

筆者は，この

って，〈価格

それぞれの主体（非人間的な

とにより，良好な関係が築け

り，さらにこのようなネッ

下農協）をあげている。すな

発に結びつくと考え，そのネ

ように彼らが注目しているネ

以外の価値基準である〈名声

自然的資源などを含む）が，ネ

ると理解している。その一

トワークを推奨していく地域

わち の研究者たちは，

ットワークのあり方を検討し

ットワークも，消費者ニーズ

・記号 ，〈公共性 ，〈安全性

ットワークにおけるリ

形態がフェアトレード

制度の１つとして，農

フェアトレードのよう

ているのである。

の多様化・高度化によ

などが消費領域の判

断基準に加わっ

れは一種の商品

として捉えるこ

消費者ニーズの

展開されている

構築が重要にな

それ以外のネッ

たことによって展開が可能に

の差別化が実現している形態

とが可能である。そしてこの

多様化・高度化に対応するた

。したがって現在の生産・流

っており，それに対応するこ

トワークでも求められている

なったと考えている。つまり

であり，付加価値型生産・流

ような商品の差別化を図る生

めに多国籍アグリビジネスに

通システムでは，商品の差別

とが多国籍アグリビジネス主

のである。そしてこのような

，フェアトレードもそ

通システムの展開過程

産・流通システムは，

よる食糧供給体制でも

化を図れるシステムの

導のネットワークでも，

商品の差別化に対応す

る一方法が，地

リビジネスが直

ワークにもなる

のみならず，当

えられる。

そこで本論文

域的集積であると考えられる

接投資を決定する要因になり

のである。そして，このよう

該地域の地域開発に結びつい

では，農協を始め，農業関連

。換言すればクラスタリング

，他方で多国籍アグリビジネ

な地域的集積の形成は，生産

ているし，従来に比べ環境負

企業，農業関連機関（大学・

は，一方で多国籍アグ

スに対抗できるネット

・流通システムの発展

荷が少ない形態だと考

研究機関）などの農業部

（ ）



門でのクラス

特に本論文で

ラスタリング

ブラジル農業部門の

タリングが，現在のシステム

は，農業におけるクラスタリ

が立地の優位性というだけで

地域的集積に関する一考察（佐野

における競争優位の１つに

ングを開発論アプローチか

はなく，自らの優位性を生

）

なっていることを検討する。

ら評価することにより，ク

かして，取引費用を縮減せ

しめることを

利に展開する

などにも対応

まずクラス

次に，付加価

での競争優位

を形成するこ

可能にしていることを指摘す

条件を創出しており，そのこ

した生産・流通システムの構

タリングについて理論的に考

値型生産・流通システムの特

になっていることを検討する

とにより，どのように地域開

る。すなわちクラスタリン

とが地域評価を高め，地域

築を推進している。

察し，範囲の経済を享受す

徴を考察するとともに，ク

。そして，ブラジルの農業

発に結びついているのか，

グは，グローバル競争を有

開発を推し進め，環境問題

る場であることを指摘する。

ラスタリングが同システム

部門を事例に，地域的集積

持続可能な農業に結びつい

ているのかを

つながってい

１ ク

ポータ

示す。その上で，範囲の経済

ることを明らかにする。

ク

ラスタリングと規模の経済

ー（ ）によれ

を生産者自身が享受するこ

ラスタリングの意義

ば，クラスター（ 産

とは，彼らの利益強化へと

業集積）とは「互いに関連

した企業や，

（大学や基準認

ーは，関連企

ことにつなが

クラスタ

ってとりあげ

とりあげてい

特化した供給業者，サービス

定機関，業界団体など）が地理

業の集積であり，クラスター

る（ポーター［ ］ 頁）。

ーをめぐる議論が活発になっ

られてからである。だが，彼

る経済学者は マーシャル

業者，さらには関連産業の

的に集積していること」であ

を形成することが何らかの

たのは，特に クルーグマ

も認めているようにクラス

（ ）である。筆

企業や，関連分野の諸施設

る。このようにクラスタ

優位性を当該地域に与える

ン（ ）によ

ターを最も早く分析対象に

者が，マーシャルの議論

の中で特に注

の外部経済と

して検討を行

マーシャル

資本および組

それに先立つ

目したいのは，収穫逓増の要

個々の事業体の利用できる資

っていることである（マーシ

がクラスターについて述べた

織」の第 章「産業組織上続

第９章「産業上の組織続論

因を，マーシャルが産業の

源やその経営管理能力に基

ャル［ ］ 頁）。

のは『経済学原理』第４編

論 特定地域への特殊産業

分業 機械の影響」で下記

全般的発展に由来する規模

づく規模の内部経済に区別

「生産要因 土地・労働・

の集積」においてであるが，

のように述べている。

「一般に

づく経済の

における同

いる経済に

述語を導入

われわれ

思う。第一

はひじょうに大きな事業所で可能

うちにも，個々の工場の規模に

種の生産の集計量に依存してい

関しては，全文明世界における

しておくのが便宜であろう。

はある種の財の生産規模の増大

は，産業の全般的発展に由来す

だとみられているところの，特

依存していないものが数多く含ま

るものもあり，またとくに知識の

生産の集計量におもに依存してい

に由来して起こる経済を二つに区

るものであり，第二は，これに従

化した技能と機械の利用に基

れているのだ。その近隣地区

発達と技法の進歩に関連して

るものもある。ここで二つの

分してさしつかえないように

事する個別企業の資源，その

（ ）



組織とその経

においては，

集積すること

立命館経済

営能率に由来するものである。前

主として内部経済を論じてきたが

，すなわちふつう産業立地と呼ば

学（第 巻・第１号）

者を外部経済，後者を内部経済

，さらにすすんで，ある特定の

れている現象によって確保され

と呼んでよかろう。この章

地区に同種の小企業が多数

ることの多いところの，ひ

じょうに重要

ここでいう規

定的な設備費の

費を低下させる

ある。これに対

り，特殊な機械

がっていく。特

な外部経済の検討にうつっていく

模の内部経済とは，設備や組

配分上の利益など，生産規模

ことである。これを追求して

し，規模の外部経済とは，あ

や技術などを安く利用できる

にマーシャルの規模の外部経

ことにしよう。」（マーシャル［

織の改良を伴う分業の発達や

を大きくすることにより，製

いったのが，まさに大量生産

る特定地域に同種の小企業が

ことであり，このことがクラ

済の概念は，他の経済主体の

］ 頁）

，大規模生産に伴う固

品１単位あたりの生産

＝大量消費システムで

多数集積することによ

スターの議論へとつな

行動が直接的であれ間

接的であれ，問

能にさせるよう

がって彼の議論

企業の規模の内

そしてこのマ

逓増の源泉を次

ことによって，

題となる経済主体の生産を誘

な，需要増大効果という点

の根幹は，生産の集計量の増

部経済も向上し，収穫逓増の

ーシャルの収穫逓増の法則の

の３つにまとめている。第１

特殊技能労働者のためのプー

発し，生産を増大せしめ，特

に力点をおいたものである（

大，いわゆる規模の外部経済

法則が作用すると考えた点に

理論化を試みたのがクルーグ

に，「ある産業の企業が数多

ルされた市場が形成され，こ

殊な機械の利用をも可

山本［ ］ 頁）。した

の拡大に伴い，代表的

あるといえる。

マンであり，彼は収穫

く同じ場所に集中する

のプールされた市場が

労働者にも企業

入財・サービス

「情報が遠隔地

るものがその産

の蓄積の問題で

術の波及に関連

経済が働き，収

だが規模の外

にも便益をもたらす」。第２

を，より多様に，かつより低

間よりも，局地的により容易

業中心地で生み出される」

あり，第２の要因は中間投入

しているが，いずれも産業が

穫逓増するというものである

部経済に基づく上記の議論は

に，「ある産業中心地は，その

いコストで供給することを

に流れるので，技術のスピル

（ ［ ］ 頁）。こ

財の規模の経済と輸送費に関

ある程度の連関をもって集積

。

，クラスターが発生するメカ

産業に特有の非交易投

可能にする」。第３に，

オーバーと呼ばれてい

の第１の要因は労働力

係し，最後の要因は技

したなら，規模の外部

ニズムであり，一国に

おいて特定の場

ズムと同じであ

分散化傾向が進

いうことである

る必要があると

２ クラ

所に産業が集中し，別の場所

る。しかしながら，本論文が

行している今日において，な

。筆者は，その点を考察する

考え，次に範囲の経済につい

スタリングと範囲の経済

にその産業がほとんど存在し

議論したいことは，新しい国

ぜ一地域でクラスタリングが

には，規模の経済のみならず

て検討する。

なくなるというメカニ

際分業の展開によって，

持続・継続するのかと

，範囲の経済を考察す

産業革命以降

問題になってき

大に向けて，コ

ある。

このようにあ

範囲の内部経済

，機械生産が確立するにつれ

た。特に 世紀に入って大量

ングロマリット的企業体系

る企業が複数の事業分野を行

を享受することによって可能

，製品１単位あたりの費用を

生産体制が確立していくと，

（多角化）が推し進められてい

うことによってトータルコス

である。範囲の内部経済とは

最低にする生産規模が

さらなる生産規模の拡

ったのは周知の事実で

トを低くすることは，

，１つの企業が２種類

（ ）



以上の製品を

発生する（

が負担する

ブラジル農業部門の

生産するコストが，個別の企

［ ］ ）。この範囲の

コストがより低くなる。同様

地域的集積に関する一考察（佐野

業でそれぞれ生産するコス

経済が発揮されると，新しい

の点を宮澤も主張している
）
。

）

トの総和よりも低いときに

分野に参入する時に企業

範囲の経済とは，「ある生

産物の生産プ

が含まれて

ティビティに

ところが，

ロット生産を

である。つま

産量をも縮小

ロセスの中に，他の製品の生

いることである。 というア

そのまま殆ど追加コストなし

年代以降の消費者ニーズ

本格化するが，そうすると内

り多品種小ロット生産には，

させなければならないという

産にとってコストなしで転

クティビティに必要な生産要

で転用できることである」

の多様化・高度化に対応す

部資源の共通要素だけでは

生産コストを縮減させる必

規模の内部経済に反する側

用可能な『共通生産要素』

素が，他の というアク

（宮澤［ ］ 頁）。

るために，企業は多品種小

対応できなくなってきたの

要があるにも関わらず，生

面が含まれている。したが

って多品種小

部経済におけ

範囲の外部

に集積するこ

まり範囲の外

トを低減させ

連携が効果的

生産体制では

ロット生産が本格化している

る相互依存関係が必要になっ

経済とは，都市化の経済とい

とによって，地域の経済活動

部経済とは，異なる企業・機

ていくことをあらわしており

な事業活動につながる。

，市場シグナルへ即座に反応

現在では，範囲の外部経済

てくると考えられる。

われているように，異なる

が高まり，生産に伴う費用

関間でインプット面に関す

，異業種企業・機関間の取

ソージャ（ ）は

するために，下請けアレン

，さらには範囲の内部・外

種類の企業・機関が１ヶ所

を節約することである。つ

るシェアを通じて生産コス

引が活発化になり，異業種

，ロサンゼルスにおける

ジメント，在庫コントロー

ルの改善，コ

を享受するシ

スタリングを

コット（

ている（

契約の終結，

域的集積を意

ンピューターの利用など様

ステムが機能しており，そこ

形成していると指摘してい

）は，範囲の効果を

［ ］ ）。ここでい

そして取引相手の監視など取

味するクラスタリングでは，

々な技術コンプレックスを通

においては小・中規模企業

る（ ［ ］ ）。

究極に規定しているのは，取

う取引費用とは，取引相手の

引全般に関わる費用をあら

企業内のみならず，企業外

して，「範囲の外部経済」

が取引インセンティブクラ

また経済地理学者の ス

引費用であること指摘し

探索，取引条件の交渉，

わす概念である。つまり地

においても取引費用の大幅

な節約を可能

ているのであ

この範囲の

る（伊丹・松

需要と供給

「場」は，そ

トの取り方な

としており，企業間分業にお

る。そしてそのことが，多品

外部経済の１つの態様が，伊

島・橘川［ ］ 頁）。一般

の関係が受け手へ一義的に伝

の空間を構成するひとの会話

ど，そこに参加している人々

ける専門化の進展とネット

種小ロット生産を実現して

丹らがあらわしている「場

的に価格情報は周知であり，

わっていく。それに対して

，表情，設置されている機械

の間に密度の高い情報を相

ワーク化の可能性を示唆し

いると考えられる。

の情報」であると考えられ

当該商品の価格変動にて

，クラスタリングという

や器具，部屋のレイアウ

互作用させる状況的枠組み

として捉えら

る。つまり

になり，第２

ことで全体の

つないでいく

ス・トゥ・フ

れている。したがって「場の

「場」の情報によって，企業は

に分業単位間の技術的相互連

ハーモニーを生み出し，さら

ことが可能になり，分業間調

ェイス・コミュニケーション

情報」とは，情報のキャリ

第１に適切な分業単位を見

関性を適切に調整し，それ

に他企業との分業単位での

整費用を小さくしていける

による日常的な情報交換と

アとしての意味をもってい

分け，選択することが可能

を分業単位で組み合わせる

やりとりを通じて，柔軟に

のである。すなわちフェイ

地理的近接が，移動費用や

（ ）



通信費用を始め

である。

同様に カ

立命館経済

とする取引コストの節約につ

マグニー（ ）

学（第 巻・第１号）

ながり，その地域における競

などは，イノベーション活

争優位へとつながるの

動における「ミリュー

（ ）」の重

文化（制度，法

とは，同一の文

により，相互に

情報の質と情報

取りする主体間

ミュニケーショ

要性を指摘している（

律，習慣，言語などを含む生活様

化によって確定される領域の

イノベーションの創造能力を

の経路という２つの側面にお

での言語，思考方法，価値観

ン様式の共有が，諸主体間の

［ ］ ）。ミリューとは

式）の側面を付加した概念で

中で，経済活動の空間的な密

向上させているのである。そ

いて情報の入手可能性を高め

などの共有を意味する社会的

情報交換をさらに円滑なもの

，従来の地域的集積に，

ある。つまりミリュー

度が相対的に高いこと

してこの地域的集積が，

，さらには情報をやり

近接性を育み，そのコ

にしていく
）
。すなわち

「場の情報」，あ

化を進展させて

仕組みがビルト

適切なコストで

換言すれば近

求められており

の享受が必要と

までの生産・流

るいは「ミリュー」は，日常

いく。したがって地域的集積

インされており，それがフ

行うことを可能にしているの

年の生産・流通システムでは

，そのような需要主導型の生

なってきているのである。特

通システムに比べて増して

的な情報交換を基礎にした企

には，企業内外の取引費用を

レキシブルな需要への対応を

である。

，消費者ニーズの多様化・高

産・流通システムへの対応に

に範囲の外部経済を享受する

いる。この点は，農業部門に

業間分業における専門

削減するような独特の

『効率的に』，いわゆる

度化に対応することが

範囲の内部・外部経済

ことの重要性は，これ

おいても同様である。

年代に入る

化してきている

安全性に対して

どがその一例で

年は１億

たがって今日の

や「環境にやさ

と，世界的に食生活やライフ

。例えば消費者は，狂牛病事

強い関心を示している。有機

ある。実際，ブラジルにおい

万レアル市場になっており

農業生産・流通システムの展

しい」など質の豊かさが厳

スタイルが多様化してきたた

件や遺伝子組み換え作物の生

栽培農産物の需要拡大，ある

ても，有機栽培農産物の需要

，大手スーパーの売り上げの

開には，量だけでなく，「人

しく追求され，「新鮮・安全性

め，食糧消費構造も変

産の開始から，食品の

いは健康食品ブームな

が年々上昇しており，

５％を占めている。し

間にとって真に有用な」

」が求められており，

消費者ニーズを

の展開過程を商

商品の差別化を

それらは外部経

で次に農業部門

３ 地域

的確に把握していくことがま

品の差別化を必要とする高付

図ることが，農産物市場の細

済，特に範囲の外部経済を享

における地域的集積の形態に

的集積と付加価値型生産・流

すます重要になってきている

加価値化過程として捉えてい

分化，農業部門での多品種化

受することによって可能にな

ついて考察する。

通システムの展開

のである。筆者は，そ

る。そしてこのような

へとつながっており，

ると考えている。そこ

現在では非遺

である。藤本に

産物と加工食品

付加される農産

が含まれる。具

および果実など

伝子組み換え農産物が１つ

よれば，高付加価値農産物

の総称である（藤本［ ］

物や食品のほか，加工されて

体的な高付加価値農産物は，

の農産物，飲料である。有機

の高付加価値農産物（

とは，一般にバルク農産物（

頁）。これには，加工・輸送

いないが，単位数量あたりの

小麦・食用油・食肉・乳製品

栽培農産物や非遺伝子組み換

）

主として穀物）以外の農

・貯蔵を通して価値が

価格が特に高い農産物

などの加工食品と野菜

え作物は，加工されて

（ ）



ブラジル農業部門の

図１

地域的集積に関する一考察（佐野

システムの形態

）

出所 ［ ］ を参考に筆者作成。

いないが，

性 という

実際，農業

量生産・大量

応するという

せている。す

単位数量の価格が高いという

〈価格 以外の基準が消費領域

の近代化によって発展してき

加工・大量消費システムであ

ことは，多様な農産物を供給

なわち企業は，消費者ニーズ

意味では，高付加価値農産物

の価値基準として働いてい

た家畜＝飼料コンプレック

った。だが，上記のような

する必要があり，規模の経

に対応した上で多様な農産

に入り，ここでは〈安全

ることを示している。

ス
）
は，規模の拡大による大

消費者ニーズの多様化に対

済に反する側面を持ち合わ

物を供給しなければならな

いこと，その

ある。さらに

高付加価値化

加価値化商品

では商品の

松原によれ

肥料・農薬な

一方で生産コストを縮小でき

高付加価値化とは，消費者側

につながらないので，その新

であると認識できるメカニズ

差別化はどのように行われて

ば，穀物生産では，加工業や

どの資材パッケージを提供し

る生産・流通システムを構

にその農産物が安全である

たな生産・流通システムで

ムが必要である。

いるのか。

小売業が求める製品に適合

，物流の各段階で他の品種

築しなくてはならないので

ということが分からないと

は，消費者が農産物を高付

した品種の種子を開発し，

と混ざらないように分別す

ることによっ

最も適合する

もに資材メー

つまり消費

業生産過程の

統合されるこ

に適した小麦

て，商品の差別化が図れる。

種畜，飼料，医薬品がワンセ

カーから供給される（松原

者に直接つながっている加工

細分化と分別を進め，その一

とによって，付加価値が育ま

，パン作りに適した小麦，ス

また，畜産の分野では，特

ット（＝パッケージ化）にな

［ ］ 頁）。

業や小売業が求める差別化

方で細分化された生産・加

れるのである。分かりやす

パゲッティに適した小麦と

定の品質をもつ肉の生産に

って，飼育のノウハウとと

製品を生産するために，農

工・流通の各段階は調整・

い例でいうならば，天ぷら

いうように，それぞれの用

途にあった種

いようにする

そのため

されている

量のバラ輸送

する方式が次

子や挽き方などを選択すると

ことである。

近年は， システム（

（図１）（

が主流であったが，特定の用

第に増加し，それにより商品

いうことであり，それらが

）とよばれる

［ ］ ）。実際

途に適合した品種を開発し

の差別化が図られているの

生産・流通過程で混ざらな

分別流通の仕組みが導入

に，これまでの穀物は大

，分別してコンテナで輸出

である。

（ ）
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図２ トレー

学（第 巻・第１号）

サビリティーの仕組み

出所

またトレーサ

加工 出荷 保

と消費をつなぐ

伝子組み換え作

コンピューター

筆者作成。

ビリティー（ ）の

管 売り場 食卓に並ぶまで

カードの発展などにより

物を利用しているのかなどの

などの情報化の進展によって

ように，原料 生産 収穫

の全過程が記録・履歴される

，消費者はその農産物がどこ

情報を得ることが可能にな

，企業は瞬時に在庫，売れ行

出荷 保管 小分け・

システムの普及や生産

で生産されたのか，遺

っている（図２）。逆に，

きなどを把握すること

ができるように

ている。つまり

費者への情報開

このようにフ

オートメーショ

り遺伝子組み換

化の意味をもつ

なっており，生産段階などの

バーコードを始めとするデジ

示が行いやすく，市場との連

レキシブルな対応ができる流

ンの実現が，消費者のニーズ

え技術も，この新しいオート

のである。

川上から川下方向にトレース

タルロジックの普及は，消費

結を図りやすくした。

通部門の形成と，さらに各領

と的確にフィットした生産を

メーション技術が働くことに

することも可能になっ

者からの情報収集や消

域間と全領域の完全な

可能にしている。つま

よってはじめて多品種

そうすること

菜，加工品や半

急速に拡大して

基準が消費者領

産・流通システ

工程検査の発展

さらにこのよ

によって，これまでのような

製品などさらなる商品の差別

いる有機農産物市場もまさに

域の価値基準に加わったため

ムは，フレキシブルに対応で

により，商品の差別化を可能

うな需要主導型による農業生

国際標準的農産物の提供では

化・多様化が起こるのである

〈安全性 ，〈公共性 といっ

に台頭していると考えられる

きる流通部門の形成とそれを

にしつつある
）
。

産・流通システムの変化は，

なく，食肉，果実，野

。 年代後半以降，

た〈価格 以外の価値

。つまり現在の農業生

支える情報技術や生産

コンプレックス内にお

ける資本による

ば，非遺伝子組

段階で遺伝組み

ステムを構築し

遺伝子組み換え

をトータルコー

農業の包摂化が進展している

み換え農産物を高付加価値化

換え農産物と分別し，各段階

ていくことが必要であった。

）と分別を進展させ，それと

ディネートにつながっている

ため，企業形態にも様々な影

農産物として供給するには，

において両農産物が混入しな

このことは，生産工程の細分

同時にその細分化された生産

。したがって，大量生産＝大

響を与えている。例え

生産・加工・流通の各

いような生産・流通シ

化（遺伝子組み換えと非

・加工・流通の各段階

量消費システムに比べ

（ ）



ると，現在の

く。実際，ブ

の寡占化が

ブラジル農業部門の

生産・流通システムは，川上

ラジルでは 年代以降に多国

進んでいる。例えば，

地域的集積に関する一考察（佐野

・川下の両方向から資本に

籍アグリビジネス主導によ

と ， と

）

よる包摂化が促進されてい

る統合・合併が進み，市場

， と

の吸収

ジネスの合併

とは異なり，

携も進んで

が提携

このような

も受けている

合併などである。このように

や多国籍アグリビジネス間の

川上の肥料を始めとする化学

いる。例えば， と

したり，川上から川下の総て

の拡大は，自由化政

。しかしながら筆者は，同動

同じ部門内におけるブラジル

統廃合が加速化している。

・バイオロジー系企業と川

の合弁で が設立さ

の面による資本の包摂化がよ

策やインフレの終息などマク

きがこれまで展開してきた

系企業と多国籍アグリビ

だがその一方で，これまで

下の食品加工企業による提

れたり， と

り進展しているのである。

ロ経済の好転による影響

商品の差別化の流れによっ

て生み出され

非遺伝子組み

された生産・

実現するシス

差別化を行え

は，各部門に

また農業で

やチェーン

ている側面も大きいと考察す

換えなどそれぞれの生産過程

加工・流通の各段階をトータ

テムである。そういう意味で

ないのであり，競争優位を獲

おける を強化してい

は，農業に関連する機関・産

でも付加価値型生産・流通シ

る。現在の生産・流通シス

を細分化し分離することに

ルコーディネートすること

は，垂直的連鎖の関係をよ

得できないのである。その

るのである。

業の集まりであれば，地理

ステムの展開は可能である

テムでは，遺伝子組み換え，

よって，そしてその細分化

によって，商品の差別化が

り強化しなければ，商品の

ため多国籍アグリビジネス

的に分散したネットワーク
）
。上記にあげた ＝

の

である。しか

につながって

では農業

では規模の経

めることが必

ースにした農

提携などは，一地域に集積し

しながら筆者は，農業部門で

いる側面もあると考えている

における地域的集積とは何か

済の効果が大きかったが，農

要であることを指摘してい

業では，農業生産量が多くな

た形態ではなく，世界各国に

も地域的集積がみられ，そ

。

。 マースデン（

村部の発展には範囲の経済

る（ ［ ］

ればなるほど，農産物１単

またがったネットワーク

れが当該地域のブランド化

）は，これまでの農業

の効果やシナジー効果を高

）。つまり規模の経済をベ

位あたりの固定費用が低下

し，平均生産

資源である共

利益をあげら

トやアウトプ

は，複数の経

ころを補完し

いる。すなわ

費用も低下する。これに対し

通生産要素（生産設備，販売

れる。このように農業生産者

ットに立脚しながら，特定の

済主体がネットワークに属す

たりして，相乗効果を生み，

ち農場間，ローカル間，地域

範囲の経済が享受される農

ルート，投資，ノウハウ）を活用

は農場ベースの資源におい

市場のニーズに対応できる

ることで，互いの得意分野

利益をあげることも重要に

間での交換，協力，競争を

業では，企業内・組織内の

してコストを引き下げ，

ても分割できないインプッ

というわけである。また彼

を強化したり，足りないと

なってくることを指摘して

図れるネットワークによっ

て，シナジー

コストの上昇

のインプット

そこにクラス

も，範囲の内

るのである。

効果が生まれ，農村開発が促

を抑制するためには，様々な

面におけるシェアを通して生

ターの形成要素が働いている

部経済と外部経済を享受する

さらにそれが，地域限定のパ

進されると考えているので

企業が１ヵ所に集積するこ

産コストを低減させること

と考えられる。このように

ことにより，生産コストの

ッケージ化という形態をと

ある。多品種化による生産

とにより，それらの企業で

が必要になってきており，

農業における地域的集積で

引き下げへとつながってい

るならば，一地域への信頼

（ ）



性を高めること

価値基準が働く

のようにして，

立命館経済

につながり，地域のブラン

一形態になるため，新たな付

地域的集積は，継続的取引や

学（第 巻・第１号）

ド化へと がる。このブラン

加価値の増大へとつながる可

新規取引の拡大へとつながっ

ド化も，〈価格 以外の

能性を秘めている。こ

ていき，そのことが新

たな直接投資，

に，ゴイアス州

に結びついてい

雇用などの創出に結びつき，

南東部における地域的集積の

ることを考察する。

農業部門

当該地域の競争優位の獲得に

事例を考察し，地域的集積が

における地域的集積

なっている。そこで次

同地域評価・地域開発

１ ゴイ

ゴイアス州の

万ヘクター

％，工業部門が

まず同地域の

第１に，大規

部に形成されて

農業関連のロー

アス州南東部における事例

南東部は の市・郡からな

ルである。同地域の就業構造

％，公共部門が ％で

アグリクラスターの特徴とし

模な企業や関連企業の集中で

いるクラスターは，

カル企業も集積している。リ

っており，人口約 万人（ゴ

は，商業・サービス部門が

ある。

て下記の点があげられる。

ある。図３に示しているよう

などの大手多国籍アグリビジ

オベルジには，直接・間接に

イアス州の約７％），面積

％，農業部門が

に，ゴイアス州の南東

ネスをはじめ，中小の

農業生産に関わる５つ

のインダストリ

子企業，運送業者

が存在している

販売し，残りの

第２に，企業

は下記のように

アルパークに， の企業と

，肥料卸売業者，農業機械営業

。例えば，肥料や種子の商業

％を他州で販売するローカ

や機関の垂直的生産連鎖で

垂直的生産連鎖の効用を述べ

の商業・サービス関連企

所，工具作業所，その他の工業

化はすべてリオベルジで行い

ル企業も存在する。

ある。食肉加工企業の

ている（ ［ ］

業（パッケージ工場，種

・サービス支援企業など）

， ％をゴイアス州で

の地域ディレクター

）。

「生産者は販

いる生産者た

とにより，ア

頭の子豚が生

第３に，異な

がある（

康食品用の種子

売先が保証され，私たちは調達

ちは， の特殊な持込値

メリカの養豚農家における子豚生

産できる」。

る企業間での完全な水平的関

［ ］ ）。同企業は，

の販売も行っている。同社で

先が保証されているという相互

段でスタンダードに生産を行わな

産が１年間あたり約 頭に対し

係である。ここに種子企業

中央アメリカ地域へ種子輸出

は，同地域の農場から直接原

依存関係である。契約して

くてはならない。そのこ

て，同地域では平均

の事例

を行っており，また健

料となる種子を購入し，

それぞれの強力

するか，トレー

チンといわれる

よって得られる

として提供でき

パッケージする

加工 品質強化 分別 パッ

ディングカンパニーに販売す

栄養学的にも医薬品にも大き

レシチンを，特殊技術により

るわけである。だが同社には

技術が乏しかった。しかしそ

ケージ化 冷却保存し，それ

るという形態をとっている。

な効果をもたらす成分が含ま

高度に精製し，高純度な粉末

，その精製する技術を持ち合

こにおいては，農業以外の関

をまた農場に直接販売

例えば，大豆にはレシ

れている。この大豆に

状にすれば，健康食品

わせていても，それを

連企業も多く存在し，

（ ）



ブラジル農業部門の

図３ ゴイアス

地域的集積に関する一考察（佐野

州南東部のアグリクラスター

）

出所

良好な関係が

［ ］

築き上げていることから，生産における取引費用を縮小できた。つまり同地域では，

技術分野，パ

プを担ってい

第４に，政

では，家畜＝

と開催してい

いる。例え

）の研

ッケージング，冷却加工など

ることにより，取引費用の削

府機関を始めとする公的機

飼料コンプレックスに関連す

る。公的機関は政府・州の

ば同地域の協同組合（

究センターでは， 万レア

それぞれのスペシャリスト

減を可能にしている。

関の存在である（ ［

るワークショップを様々な

農業関連企業を始め，大学や

ル（ 年）を機器，機械など

が，良好なパートナーシッ

］ ）。リオベルジ

民間・公的機関の共催のも

団体なども参加して

に投資し，同センターの

ヘクター

件がどのよう

の種子のテス

このように

農牧業研究公

国籍企業の

開発や生産性

ルの農業試験場で，大豆，綿

に改善するかなどを研究して

ト分析や 近くの投入財の

同クラスターでは，

社）を始めとする政府・州立

， やローカ

の上昇を図れる農業の普及に

花，小麦，トウモロコシなど

いる。実際テクノロジーセ

効果などを実験し，その研究

（

系の農業研究機関，大学，協

ル企業が連携し，気候条件・

向けて，競争的でありなが

の発展によって農牧畜条

ンターでは，毎年 近く

成果を公開している。

ゴイアス州

同組合，さらには大手多

土壌条件に適した種子の

らも，協力的な関係が築け

ている。

まさに，様

み出し，地域

もつ肉の生産

企業や機関に

そのこと

々な企業・機関が集積するこ

により適した生産方法を模索

に最も適合する種畜，飼料，

よるインプット面のシェアを

は，南アメリカにおける大手

とによって，研究開発の分

できている。したがってク

医薬品がワンセットになっ

通じて生産コストを低減さ

企業の が， 年以

担や情報交換の容易さを生

ラスターは，特定の品質を

て，供給できる形態であり，

せられている。

降に同地域へ約３億ドル

（ ）

 



を投資し，南ア

がリオ

しており，余剰

立命館経済

メリカ最大の養豚・家禽加

ベルジを選んだ理由には，

能力があり，今後も耕作地域

学（第 巻・第１号）

工プラントを創設したとこと

大豆やトウモロコシを高い

の成長の可能性が高いこと，

にも起因する。確かに

生産性で大規模に耕作

同地域には家禽や豚

肉の加工を行っ

畜生産に適して

育するには非常

ア，ベロ・オリ

ったこと， 資

）。すなわち

政府や州による

ている大規模な競争相手がい

いたこと―同地域の年間降水

に適している， 同地域は国

ゾンチなどの大都市にも比較

本の流動性が高いこともあ

同社が，同地域で食肉加工工

誘致政策による側面も非常に

ないこと， 気候条件，土壌

量は ミリで，平均気温も

内販売を行う上でも，サンパ

的近く，中西部，北部や北東

げられる（

場を展開したのは，気候条件

大きかったと考えられる。だ

条件，土地の形状が家

度と，動物を飼

ウロ市，首都ブラジリ

部へのアクセスがよか

［ ］

や立地条件，さらには

がそれ以上に，特定の

品質をもつ肉の

企業内外におけ

な要因であった

上での重要な要

ところでこの

のか。 年代以

生産・輸出がシ

に競争的で協調

生産に最も適合する種畜，飼

る競争的環境と協調的な関係

。このように筆者は，良好な

素を含んでいると考える。

ような高付加価値化商品への

降の家畜＝飼料コンプレック

フトしているが，生産の末端

的な関係を作り上げているの

料，医薬品をワンセットにす

が，同地域では築けていると

クラスターの形成は，高付加

流れは，生産者たちにどのよ

スは，より川下に近い部分，

ともいうべき農牧畜生産者た

か，あるいはどのように企業

る条件ともいうべき，

いうことも非常に大き

価値化商品を実現する

うな影響を与えている

より加工の多い部分に，

ちの間では，どのよう

と結びついているので

あろうか。筆者

と考えられる。

２ 生産

は

は他の組

ていなかった。

は，生産者と企業を結ぶ，あ

そこで次節において，同クラ

者同士を結ぶ組合の存在――

年にリオベルジに 人

合と同様，一般的な供給スト

現在は，リオベルジを始めと

るいは生産者同士を結ぶ農業

スターにおける協同組合の役

の役割――

の農業生産者によって創設さ

アー，専門修理工場と共有貯

する８つの地域で 人近く

協同組合の役割がある

割について検討する。

れた。同時期の

蔵設備しか持ち合わせ

の組合員が所属し，穀

物輸出，貯蔵，

年に 万トン

要生産作物は，

している。また

農協中第

まず

し，メンバーの

加工，肥料，種子，動物飼料

であったが， 年後の今日で

大豆，家禽，豚肉，牛肉で，

年度には約４億レアルの

位にランクされている（

では，組合雑誌の

農場で新しい技術実験を行

の生産をしている。設立当初

は大豆生産量が 万トンに

ヨーロッパ，アジア，アフリ

売上高を誇り， 年度の農

［

で，毎月トップ

う と

の大豆生産は トン，

達している。現在の主

カ，中東を中心に輸出

協総合ランキングでも

］ ）。

のミルク生産者を記載

呼ばれるプログラムを

実施している。

の結果を吟味す

さらに近年の

法をとった農家

ーなど組合に所

よる競争環境を

実施後には，メンバーグルー

るなど多様な取り組みが行わ

同組合では，生産者間におけ

には，高価な農業機械を褒美

属する様々な人々との意見交

促進しながらも，スタンダー

プ，農学者やジャーナリスト

れている（ ［ ］

る競争的要素を取り入れ，一

として提供し，組合雑誌に公

換の場を提供している。この

ド化を図ることにより，生産

がその農場を訪れ，そ

）。

番損失の少ない生産方

表，そしてディレクタ

ように，褒美性などに

者間における濃密な情

（ ）



報の流れとそ

物を買い上げ

ブラジル農業部門の

の共有を実現しているのであ

も同組合を通して 戸の家禽

ている。同生産・流通システ

地域的集積に関する一考察（佐野

る。

や豚のブリーダーと契約を結

ムでは，地域の穀物農家が

）

び，彼らから全ての生産

とうもろこし飼料を家禽や

豚を飼育する

創造している

契約で生産さ

また同組合

質・生産性の

めに，生産者

術トレーニン

農家に提供するという循環的

し，さらに一地域でのパッケ

れた ％の家禽が，ヨーロッ

では，製品への信頼性を高め

改善，大規模な機械化などを

にも厳格なプロフェッショナ

グを含め，生産者が企業の要

な形態を生んでいる。とい

ージ化により商品への信頼

パ，アジア，中東を中心に

るために，農業生産者にも

推進している。つまり競争

リズムが求められている。

望に応えられるような支援

う意味では，新たな市場を

性をより高めている。この

輸出されている。

最新式の技術利用による品

的・効率的市場に応えるた

特に組合は，生産者への技

を行っている。

そしてこの

へのアクセ

市中心部にあ

コミュニケー

合は， 年

ている。

このよう

のように機

ように同組合が，生産者と企

スが容易になっていることも

るが，世界穀物市場，地域の

ションを利用することにより

にグローバル化に対応するた

に は，生産者間や

能している
）
。すなわち

業を結びつけるのに際して

推進力の１つといえる。実際

生産，組合のオペレーショ

瞬時にオフィス全体に広が

めに，ドイツ系の非常に高

生産者と企業との関係におい

が，生産の末端段階で

，情報化による様々な情報

のオフィスは，

ンについての情報はウェブ

るようになっている。同組

機能な経営ソフトを導入し

ての需給接合メカニズム

ある生産者間同士での競

争・協調関係

より，末端の

家畜＝飼料コ

３ 供

さらに上記

１つに

を支え，さらには外部からの

生産者まで連なるアグリクラ

ンプレックスが競争優位を持

給サイドへの波及効果

のようなアグリクラスターは

は，農業政策を検討

情報を的確に把握するとい

スターが好循環を生み出し

てるのである。

，当該地域へ様々な波及効

する上で強力なポジションを

う役割を担っていることに

，同地域で形成されている

果をもたらしている。

占め，市の財政や政策に

対して様々

さに

２つ目に

に所属

だが表１に示

％にまで拡大

３つ目に，

な影響を与えている。現在の

は地域内における近代的

， に所属している

している組合員の所有面積は

しているように， 年の当初

し，組合員の多くは中・高所

直接投資の促進により様々な

ゴイアス州協同組合の理事長

農業制度を導くシンボル的な

組合員の所得増加である。

小さく，３分の１以上が ヘ

，全体の ％が中・高所得

得層に位置している。

雇用機会を提供している。

も 出身で，ま

役割を担っている。

年においては，

クタール以下であった。

層であったが， 年には

実際ゴイアス州に関連する

直接投資の約

に

に集積が新た

その他にも

３つの病院に

も非常に少

％が，南東部に投資されて

による養豚・家禽加工プラン

な投資や新たな雇用機会を提

，市のリテラシー率は ％以

， のクリニックなど非常に

なく，実質的なスラムやファ

おり，まさに直接投資の促

トの創設は，新たに の新

供しているのである。

上と，ブラジルの他州に比

充実している。そのためブ

ベーラは存在しないなど，地

進にも寄与している。さら

しい仕事が創出し，まさ

べ非常に高く，医療機関も

ラジル国内に比べ，犯罪率

域に対して多岐にわたる

（ ）
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表１ メン

年

ミ ニ

学（第 巻・第１号）

バーのそれぞれの所得レベル

年 年 年

様々な波及効果

このようにゴ

る一要因へとな

をもたらしているといえる。

イアス州のアグリクラスター

っている。さらにこのような

小
中 ・ 高

出所 ［ ］

は，地域発展にも寄与し，当

一地域における好循環は，経

該地域の発展を促進す

済的のみならず，環境

的にも好循環を

ていく中で，１

模化と専門化に

万頭を飼育する

悪臭，衛星など

モロコシ生産の

意味では，「持

ゴイアス州南

形成しているのである。すな

つの問題となっていた環境問

よって，大規模畜産経営から

肉牛肥育場から出る糞尿は

の問題を引き起こしている。

飼料に利用するなどかつての

続的な農業」への道が少しず

東部におけるアグリクラスタ

わち同地域のクラスターは，

題にも対応している。例えば

排出される膨大な糞尿の処理

万都市の下水処理量に相当し

しかしながら同地域では，糞

家族経営のメリット側面が育

つ歩まれていると理解するべ

ーは，現在の生産システムに

農業の工業化が進展し

畜産経営の極端な大規

問題があげられる。数

ており，地下水汚染，

尿などを，大豆・トウ

まれている。そういう

きであろう。

おける多国籍アグリビ

ジネスの直接投

集積によって範

同地域の地域開

の経済が享受さ

されている。そ

いると考えられ

ところが次節

資をも誘発する競争優位とな

囲の外部経済の享受，さらに

発に結びついているのである

れるものの，直接生産者たち

のため生産者たちは，規模の

る。

で示す （

ってあらわれている。すなわ

は範囲の外部経済と内部経済

。しかしながら同地域の集積

はそれぞれの作物生産のスペ

経済の潜在能力が高く，大規

ち同地域では，地位的

の相互作用が起こり，

では，地域全体で範囲

シャリストとして育成

模化の傾向が高まって

）の事例は，農

業生産者への付

例である。いわ

形成し，システ

（ ）

が中心となり，

経営や輪作を導

よる範囲の経済

加価値の分配を高めながら，

ゆる同組合は，多国籍アグリ

ム全体としてのフレキシブ

を中心に地域的集積を形成

農業生産者にもこれまでの

入して農業生産者の所得強化

の享受のみならず，それぞれ

多国籍アグリビジネスと同一

ビジネスと同様，付加価値型

ル性を有し，パラナ州（

している。その上で，同地域

ような二毛作経営（大豆と小麦

を図っている。つまり

の農業生産者に対しても範囲

市場で競争している事

生産・流通システムを

）のカンポモーラン

的集積では，

）ではなく，有畜複合

では，農協全体に

の経済を享受すること

により，生産者

いるのである。

の所得を高めるという多国籍アグリビジネスとは異なる方法で生産拡大を図って

（ ）



ブラジル農業部門の

生産者

地域的集積に関する一考察（佐野

への範囲の経済の享受

）

１ 有

多国籍アグリ

り，穀物生

ポモーラン

辺とサンタ

畜複合経営の展開――

の大豆加工シェアは，ブラジ

ビジネスの４社の次に高い。

産では第１位の売り上げを誇

に 人の組合員と資本金３万

カタリーナ州の 地域を中心

における事例――

ル国内における加工シェアの

またブラジルの農協ランキ

る組合である。 は，

クルゼイロで設立され，

に 万 ，１万 人が所

３％を占めており，大手

ングにおいても第２位であ

年にパラナ州のカン

現在はカンポモーラン周

属する。図４から分かる

ように，

うち約 ％が

ル総農協に

（ 年）。さ

パ・アジア

いて，総収入

％増）で

万ドル

に所属している生産者

大豆生産に従事している。同

おける穀物生産の約 ％（パ

らに食品関連輸出量が最も

を中心に輸出している（ブラジ

は６億 万ドルに達し

ある。また，総資産は

であり，南米最大の農協に成

の多くは，小・中規模農業生

農協は，ブラジルの穀物・

ラナ州農協の約 ％），パラナ

多いパラナグア港からの輸出

ル総輸出業者ランキングで第

（前年度より ％増），純利益

％増の３億 万ドルで，

長した。

産者である。また，この

綿花生産の約４％，ブラジ

州の約 ％を担っている

量は第１位で，ヨーロッ

位（ 年））。 年にお

は 万ドル（前年度より

純資産は ％増の１億

まず同組合

アグリビジ

（

がターミナ

を輸出してい

万ドルである

える。さらに

は，独自のターミナル，加工

ネスと同様の競争優位を

ルを所有している農協である

る（前年度より ％増）。同

ことからも，同港からの輸

同組合は，カンポモーランと

工場，研究機関などを内部

確立している。実際，同

。 年度は， の船舶で

年のパラナグア港からの大豆

出の ％が による

パラナグア港に大豆加工施

化することにより，多国籍

組合と

）のみ

万 ，３億 万ドル

関連総輸出額は４億

輸出であることがうかが

設，貯蔵倉庫，カンポモー

ランにマーガ

またトータ

内部化してい

ネスでは，

ラジル系種子

も多国籍アグ

組合内にお

リンやベジタブルファットの

ルコーディネートするには，

くことが重要になってくる。

＝ のように川

・肥料企業の によっ

リビジネスから種子や肥料を

ける農業研究・開発だけで

生産プラント，綿糸機械や

種子の遺伝子情報などを持

そのため先の章で分析した

上から川下までのチェーン強

て市場競争の優位性を保持し

購入するなど協調関係にあ

はなく，パラナ州農学研究所

小麦製粉機を所有している。

っている企業や研究機関を

ように，多国籍アグリビジ

化とブラジル国内でのブ

ている。実際，

る。その一方で同組合では，

（

）

いる。事実

など

豆種子市場

）や農業技術普及公社（

など多くの国立・州立の農業

が生産に利用して

の研究機関から仕入れている

のシェア率は，多国籍アグ

が第１位である。

研究所との連携のもと，農業

いる大豆や小麦種子の半分

。これは，大豆種子市場全体

リビジネスによる支配体

研究・開発を推し進めて

近くは， や

にもいえる。 年の大

制が強化されながらも，

（ ）
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図４
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小規模農場の割合

従来のシステム

出所 内部資料

図５ 有畜複合経営シ

夏 大豆 ％

ステム （ アルケール＝

新しいシステム

）

夏 大豆 ％（ ）

における収入

あた
にお

総 収 入

生産コスト

冬 小麦 ％

の内訳 ＊ （アルケール）＝

りの大豆生産
ける収入

＊大豆価格
袋

＊生産性
袋

あたりの小麦生産
における収入

総 収 入

生産コスト

放牧 ％（ ）

冬 放牧 ％（ ）
草地 ％（ ）

＊小麦価格
袋（ ）

＊生産性
袋

所 得

の場合の所

における収入

牛肉生

総 収 入＊

牛飼養に関わ

所 得

得 夏 × （ ）＝

の内訳

産における収入（ ）

る総コスト＊＊

所 得

冬 × （ ）＝
＋

＊＊牛飼養に関わる総コストには，
備・土壌修正・肥沃化など）する
（家畜小屋，囲い，飼料庫建設など
（冬における草地（ ）），およ
費（健康チェック，労務費，技術
ど）が含まれている。

＝ ……

土地を牧草地化（土壌準
ための経費，インフラ整備
）の経費，ムギ生産コスト
びその他牛飼養に関わる経
アシスタント代，運送費な

＊総収入における
頭（夏は

％が食肉利用で
格は， あた

の場合の所

＝ ，所

出所 内

内訳
で，冬は で放牧）を ヶ月（
きる。すなわち年間の生産量は，
り なので，総収入は ×（

得 大豆 × （ ）＝

得の増分（ － ）＝ （＝

部資料

日）飼育し，１頭あたり１日に
頭× 日× 日× ％＝

÷ ）＝ である。

＋ 放牧
＋

）＊＊＊ ＊＊＊ ＝

増量する。１頭あたり
である。また，食肉価

＝ ……

さらに同組合

では

域的集積）によ

要の多様化によ

協と契約し，非

は，農場への技術指導やトレ

，多国籍アグリビジネスとの

る水平的関係を強化していく

る生産コストの上昇要因を抑

遺伝子組み換え大豆を１トン

ーニングプログラムも共同で

協調・補完関係をもちながら

中で，企業内・外部における

制しているのである。また同

あたり３ ４ドルのプラス価

実施している。つまり

も，地域的近接性（地

調整費用を縮減し，需

組合は，フランスの農

格で輸出を行うなど生

（ ）



産における付

そして範囲

ある。多国籍

ブラジル農業部門の

加価値を高めている。

の経済の享受レベルにおいて

アグリビジネスでは，土壌地

地域的集積に関する一考察（佐野

，多国籍アグリビジネスと

力維持・改善のために輪作

）

農協の間では明確な違いが

を導入することはあるが，

基本的には規

れるように，

ーディネート

いて農業生産

り企業として

享受されるこ

それに対し

模の経済による農業生産の拡

コンプレックス内での大豆ミ

することにより商品の付加価

者はそれぞれの作物を生産す

は，事業の多角化により範囲

とはないのである。

て では，これまで

大である。つまり飼料＝家

ールを飼料として家畜に与

値を高めていくという方法

るスペシャリストとして育

の経済を享受するが，各生

の穀物生産だけではなく新た

畜コンプレックスに代表さ

える，あるいはトータルコ

をとっているが，そこにお

成されるのみである。つま

産者において範囲の経済が

な事業範囲として養豚，

牧畜にも取り

の経済を享受

ために，農

ルコスール

輸入されるよ

有畜複合経営

同モデル

豆・小麦の二

組むと同時に，農業生産者に

することにより生産者所得の

業生産者への輪作を，

（ ）形

うになったため，ブラジル国

の導入を推し進めている。

で示されているように，有畜

毛作生産に比べ， 倍（

対しても有畜複合経営を提

強化を図っている。 年

の農業技術サポートのもと

成により安価な小麦が隣国の

内での小麦価格が大幅に低

複合経営を行うことは，生産

／ ）になると考えられ，こ

案し，農業生産者への範囲

代以降，土壌地力の維持の

推し進めていったが，メ

アルゼンチンから大量に

下し，近年は図４のような

者の所得がこれまでの大

れまで以上に農業生産者

への付加価値

大豆生産に

おいて約

全体としての

角化を行い，

めると同時

の分配が高まり，さらに環境

従事している生産者のうち約

農場（ ％）で実施されてい

集積利益を高めると同時に，

多国籍アグリビジネスとは異

では，農場がある一定の地域

に，付加価値型生産を行って

負荷の少ない方法であると

％の 人が導入を希望し

る。このように では

農業生産者の所得強化を図

なる方法で高利潤を模索し

に集積することにより農協全

いる。という意味では，

いわれている。同モデルは，

ており， 年の３月に

，地域的集積による農協

るためにも一農場内での多

ているのである
）
。

体としての集積利益を高

も多国籍アグリビジ

ネスと同様，

需要の多様化

の競争優位を

業生産者から

経済により高

ある一定以上の規模の経済を

への対応という意味での範囲

確保する中での展開といえる

の価値移転を推し進めるので

利潤を追求しているのである

実現し，さらには事業の多

の経済を享受しており，多

。だが，その一方で多国籍

はなく，農協内はもとより

。

お わ り に

角化によるリスクヘッジと

国籍アグリビジネスと同様

アグリビジネスのように農

生産者内においても範囲の

本論文で明

第１に，現

作用する必要

らかになったことは下記の点

在の農業生産・流通システム

があり，特に範囲の外部経済

である。

においては，範囲の内部経

を享受することが競争優位

済と範囲の外部経済が相互

となる。

（ ）



第２に，農業

提供することは

増大にもなる。

立命館経済

部門の地域的集積は，工業部

困難であるが，地域的集積が

学（第 巻・第１号）

門の地域的集積のように時間

地域のブランド化へとつなが

的フレキシビリティを

り，新たな付加価値の

第３に，地域

つの前提条件と

力に適合してい

っているのであ

割を担っており

好循環を生み出

だがそれらは

的集積における好循環を生み

なっている。つまり現在の地

く循環があるため，それらが

る。そしてその際，協同組合

，その機能が上手く働くこと

している。

，地域的集積が形成されてい

出すには，国際競争力を持ち

域的集積には，国際競争の枠

地域評価を高め，地域開発を

がハブとして，消費者と生産

により，その地域での集積が

る地域とされていない地域に

合わせていくことが１

組みの中で，国際競争

推し進める機動力にな

者とをつなぐ大きな役

より評価されるという

おける所得格差，雇用

格差などを招い

拡大競争となっ

グローバルレベ

乱開発をさらに

成熟化が必要で

必要性があるで

本稿では上記

に対して，付加

ていると同時に，各州・各都

て現れ，地方財政を逼迫させ

ルでの競争を行えることが１

推し進める側面ももちあわせ

あり，消費者である私たち１

あろう。

の点を明らかにしたが，残さ

価値型生産・流通システムの

市によるクラスター形成に向

ている。さらに地域的集積が

つの支柱となっているため，

ている。この問題を解決する

人１人が環境問題なども含め

れた課題もいくつかある。例

展開やマクロ経済の好転がど

けてのインセンティブ

持続していくためには，

優位性を高めるために

には，さらなる社会の

て，もっと考えていく

えば，ブラジルの農業

のような因果関係で影

響を与えている

生産・流通シス

向上などととも

特に商品の差別

る〈名声・記号

題に対応した生

の増大へとつな

かについてはさらなる実態調

テムは，環境問題とも密接に

に，環境面にも注意を払い検

化が進展している付加価値型

，〈公共性 ，〈安全性 が働

産・流通システムとして進展

がる可能性もあるので，これ

査が必要であろう。またブラ

関連しており，農業生産性の

討していくことがますます重

生産・流通システムでは，価

くため，農業の自然循環機能

していく可能性も高く，また

らの点についてもより研究を

ジルの農業問題，農業

上昇，生産者の地位の

要になってきている。

格以外の価値基準であ

回復・維持など環境問

それが新たな付加価値

推し進めていきたいと

考える。

＊ 本論文は

の一部で

） フェアト

「オルタナ

る，オル

，昭和シェル石油環境研究助成金

ある。記して感謝の意を表したい

レードとは 年代からヨーロッ

ティブトレード」などとも呼ば

タナティブなアプローチである。

注

「ブラジルにおける環境保全と

。

パを中心に広まった考え方で，

れている。フェアトレードは，

それは排除された不利な状況に

農業ビジネス」の研究成果

「公正貿易」「草の根貿易」

支配的な国際貿易に対抗す

ある生産者の持続的発展を

めざす，

通じてそ

） 宮澤は範

（宮澤［

範囲の内

られる。

） 情報の質

貿易パートナーシップである。よ

の発展を探求する。

囲の経済のみではおちこぼれがで

］）。だがここで宮澤が範囲の

部経済のことであり，範囲の外部

は，主として共同開発のときに大

りよい貿易条件の提供，知識の

てくるとして，「連結の経済」

経済として規定しているものは

経済の効果は一部において連結

きく影響する。野中たちによれ

向上，キャンペーン活動を

という概念を提起している

，本論文では規定している

の経済と同義であると考え

ば，複数の主体の協働によ

（ ）



って，

の創造

とする

ブラジル農業部門の

この種の情報（暗黙知）を伝達

であり，イノベーション活動の

ため，地理的近接性が優位性を

地域的集積に関する一考察（佐野

容易な情報（形式知）に転換する

中核であり，これは対面接触によ

もつ。また，情報の経路の側面と

）

ことが，新しい情報（知識）

るコミュニケーションを必要

は，イノベーション活動に必

要な諸

［

） 家畜＝

ったも

鎖で成

欧米諸

物エレ

いる。

また加

資源（情報に対する真偽性，資

］ 頁）。

飼料コンプレックスとは，大豆

ので，飼料穀物生産 繁殖 フ

り立っている。それ以外にも，

国の伝統的な「賃金財（労働力

ベーターによる集荷と保管 製

第二次世界体制後にアメリカの

工食品コンプレックスは，大豆

金調達など）に関する情報の収

・トウモロコシなどの飼料作物の

ィードロットでの肥育 と畜・枝

小麦コンプレックスと加工食品コ

の再生産に必要な主食）」である

粉 パン・パスタ製品の生産と販

余剰穀物を食糧援助として輸出し

，トウモロコシ，果実，野菜など

集の問題である（野中・竹内

生産と工場形畜産が一体とな

肉 食肉加工と販売という連

ンプレックスがある。前者は，

小麦において，小麦生産 穀

売，という連鎖で成り立って

て，アジア・中東に広がった。

の加工用作物とそれを原料と

する加

（

連して

などそ

ジェン

国が世

きると

飼料＝

産品輸

工食品の生産と販売をあらわ

）が，個人，家計，

いる生産・消費連鎖として定義

れぞれの関連などがあらわされ

ダー，文化などを含んでいる。

界経済の生産システムに組み込

いうことにつながる。例えば小

家畜コンプレックスは多国籍化

出の需要が縮小していることを

す。この概念は，農村社会学

コミュニティーとして消費する

した。その連鎖には，販売，投入

る。さらにそれぞれのコンプレッ

彼によれば，コンプレックスを中

まれていく過程で，様々な農業問

麦コンプレックスは，途上国の食

が起こっていること，加工食品コ

容易に指摘できる（ ［

グループの フリードマン

農業生産者と農業労働者が関

財の提供，加工，流通，金融

クスは，国際分業内での階級，

心とする分析枠組みは，途上

題を抱えていることが分析で

糧輸入依存度が高まったこと，

ンプレックスは伝統的な一次

］ ）。

） 付加価

）

る。

） 需給接

）

値型生産・流通システムについ

［ ］で

合に関しては高岡［ ］に詳

については佐野［ ］に

ては佐野［ ］に詳しく展開

は， のチェー

しく書かれている。

詳しく展開している。

引用・参考文献

している。

ンをクラスターと表記してい

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］
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